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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
表面から順に、ポリウレタン樹脂表皮層、固形分が１５～２５ｇ／ｍ２のポリウレタン樹
脂接着層、起毛部を有する基布からなり、基布は、基布の起毛部と発泡アクリル樹脂が混
在した発泡層を有し、かつ基布の起毛部が発泡層より露出していることを特徴とするボリ
ューム感を有する合成皮革。
【請求項２】
起毛部を有する基布の前記起毛部に機械発泡させたアクリル樹脂エマルジョンを塗布後加
熱し、水分を蒸発させるとともに架橋させて発泡層を有する基材を形成し、前記発泡層の
表面を起毛部が露出するまでバフがけして接着面を形成した後、離型紙に一液型ポリウレ
タン樹脂溶液を塗布後乾燥し、この上に固形分が１５～２５ｇ／ｍ２の二液型ポリウレタ
ン樹脂接着層を塗布し、この塗布面と前記基材の前記接着面とを接着することを特徴とす
るボリューム感を有する合成皮革の製造方法。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、靴、鞄、衣料、家具等に使用されるボリュームのある合成皮革に関する。
【０００２】
【従来技術】
従来より、鞄袋物、ベルト、靴、サンダル、家具等の素材の一つとして、ポリウレタン樹
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脂からなる表皮層を有する合成皮革が使用されている。
また、ペーパー法により、織物起毛布の表面に、ポリウレタン樹脂表皮層を積層させるこ
とで、起毛の長さ分のボリューム感のある合成皮革を得ることができ、しかも、起毛内部
に空気を含有しているため、ポリウレタン樹脂表皮層に容易に皺を形成でき天然皮革に酷
似した外観を有する合成皮革が得られる。しかし、このものは表皮層と起毛布の裏面と間
の起毛部において、厚み方向の連結のみで平面的な連結がないため、高級感がない。
さらに、湿式法にて、ＤＭＦで希釈したポリウレタン樹脂を織物起毛布の起毛部に浸透さ
せるように塗布し、水中に導入し水とＤＭＦを置換させ微多孔層を形成した後、その表面
にポリウレタン樹脂表皮層を積層させることで、ボリューム感のある合成皮革が得られる
。しかし、製造に時間を要することから合成皮革の製造コストが増大する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、ボリューム感があり、皺において天然皮革に酷似する合成皮革とその製造方法
を提供するものである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明のボリューム感を有する合成皮革は、表面から順に、ポリウレタン樹脂表皮層、固
形分が１５～２５ｇ／ｍ２のポリウレタン樹脂接着層、起毛部を有する基布からなり、基
布は、基布の起毛部と発泡アクリル樹脂が混在した発泡層を有し、かつ基布の起毛部が発
泡層より露出していることを特徴とする。
　また、本発明のボリューム感を有する合成皮革の製造方法は、起毛部を有する基布の前
記起毛部に機械発泡させたアクリル樹脂エマルジョンを塗布後加熱し、水分を蒸発させる
とともに架橋させて発泡層を有する基材を形成し、前記発泡層の表面を起毛部が露出する
までバフがけして接着面を形成した後離型紙に一液型ポリウレタン樹脂溶液を塗布後乾燥
し、この上に固形分が１５～２５ｇ／ｍ２の二液型ポリウレタン樹脂接着層を塗布し、こ
の塗布面と前記基材の前記接着面とを接着することを特徴とする。
　このように、発泡アクリル樹脂の表面に起毛部を露出させることにより、ポリウレタン
樹脂表皮層は、ポリウレタン樹脂接着層を介して発泡アクリル樹脂の表面に強固に接着さ
せることができる。
【０００５】
【発明の実施の形態】
以下、図面に基づき本発明を説明する。図１は、本発明のボリューム感を有する合成皮革
１の一実施例を示す部分拡大断面図であり、起毛布を有する基布２の起毛部に発泡アクリ
ル樹脂３が浸透している。起毛部２１の先端部分にポリウレタン樹脂接着層４が強固に接
着され、さらにその上に強靱なポリウレタン樹脂表皮層５が強固に接着されている。
【０００６】
本発明に使用される起毛部を有する基布としては、織物起毛布、編物起毛布、静電植毛し
たもの等が使用できる。また、パイル織りされたものであっても良い。使用される繊維と
しては、ポリエステル、ナイロン、ポリアクリルニトリル、ポリオレフィン、ポリビニル
アルコール等の合成繊維、綿、麻等の天然繊維、レーヨン、スフ、アセテート等の再生繊
維等が用いることができる。
【０００７】
ポリウレタン表皮層、ポリウレタン樹脂接着層を形成するポリウレタン樹脂は、平均分子
量５００～４０００のポリマージオール、例えばポリエステルジオール、ポリエーテルジ
オール、ポリエステル・エーテルジオール、ポリカプロラクトンジオール、ポリメチルバ
レロラクトンジオール、ポリカーボネートジオール等の中から選ばれる少なくとも１種の
ジオールと、有機ポリイソシアネート、例えば芳香族ジイソシアネート、脂肪族ジイソシ
アネート、脂環族ジイソシアネート、環状基を有する脂肪族ジイソシアネート等の群から
選ばれる少なくとも１種の有機ポリイソシアネートと、活性水素原子を少なくとも２個有
する低分子化合物を低分子化合物を鎖伸長剤、例えば脂肪族ジオール、脂環族ジオール、
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脂肪族ジアミン、脂環族ジアミン、ヒドラジン誘導体等の群から選ばれる少なくとも１種
の鎖伸長剤とを反応させて得た一液型又は二液型ポリウレタン樹脂である。これらのポリ
ウレタン樹脂は、アミノ酸、シリコーン、フッ素等を反応させて得た変性ポリウレタン樹
脂であっても良い。
【０００８】
アクリル樹脂としては、アクリル酸、アクリル酸エステル、アクリルアミド、アクリルニ
トリル、メタクリル酸エステル等の重合体、およびこれらのモノマーとスチレン等の他の
モノマーとの共重合体が使用できる。
これらのアクリル樹脂に、必要に応じて、起泡剤、整泡剤、架橋剤、粘度調整剤、着色剤
、充填剤、老化防止剤等の添加剤を配合し、アクリル樹脂エマルジョンを作成する。また
、発泡アクリル樹脂の形成にあたっては、架橋剤の添加によって適度な弾性を付与するこ
とが好ましい。架橋剤としては、例えば、エポキシ基を有する化合物、ブロックイソシア
ネート、またはメラミン等、通常アクリル樹脂を架橋するものであれば、特に制限されな
い。
【０００９】
上記のアクリル樹脂エマルジョンを、オークスミキサー等のメカニカルフォーム用のミキ
サーを使用して細かな空気粒を混入させ、基材上に塗布して、加熱し水分を蒸発させるこ
とにより、発泡アクリル樹脂が形成される。
【００１０】
本発明の製造方法は、エポキシ基を有する化合物等の架橋剤を添加したアクリル樹脂エマ
ルジョンを機械発泡させ、ナイフコーター等にて該樹脂を起毛部を有する基布の起毛部に
塗布した後、１５０～１６０℃のオーブンで５～１０分加熱することによって乾燥、架橋
反応を起こさせ、起毛部に発泡アクリル樹脂が混在した基材を形成する。この際のアクリ
ル樹脂の塗布量は、基布の種類によって好ましい値が決定されるのであるが、固形分で１
００～２００ｇ／ｍ2が好ましい。
【００１１】
この発泡アクリル樹脂上に、ポリウレタン樹脂表皮層を積層するのであるが、発泡アクリ
ル樹脂との剥離強度が弱いので、発泡アクリル樹脂の表面を起毛部が露出するまでサンド
ペーパーでバフ研磨して発泡層を有する基材に接着面を形成する。この際、サンドペーパ
ーの粗さは１８０～２４０メッシュとすることが好ましい。このような状態とすることで
、ポリウレタン樹脂接着剤は、上記基材の起毛部及び発泡アクリル樹脂に強固に接着可能
となる。
【００１２】
次に、別工程にて準備したしぼ等の意匠を有する離型紙に、ウレタン樹脂表皮層を形成す
るところの一液型ウレタン樹脂溶液をナイフコーター等にて塗布後加熱し、該溶液中の希
釈溶剤を蒸発させてウレタン表皮層を形成した後、さらにこの上にウレタン樹脂接着層を
形成するところの二液型ウレタン樹脂溶液をナイフコーター等にて塗布する。この際のウ
レタン樹脂表皮層用の溶液の塗布量は、固形分で、１５～２０ｇ／ｍ2が好ましく、ウレ
タン樹脂接着層の溶液の塗布量は、固形分で、１５～２５ｇ／ｍ2が好ましく、また、加
熱温度は、１００～１２０℃で加熱時間は、２～５分が好ましい。
【００１３】
該接着層を形成するところの該溶液を塗布した後の工程は、２通りの方法で、起毛部に発
泡アクリル樹脂が混在した層のある基材を積層することができる。
１つはＤｒｙ法で、塗布後直ちに加熱し希釈溶剤を蒸発させてから積層する方法であり、
もう１つはＷｅｔ法で、塗布後直ちに積層して、その後加熱する方法である。前者の方法
ではソフトな風合いを出すのに有効であり、後者の方法ではコシを出すのに有効である。
また、いずれの方法においても、この二液型ウレタン樹脂接着剤を用いれば、ポリウレタ
ン樹脂表皮層を発泡アクリル樹脂上に接着させることができる。また、この際の加熱温度
は、８０～１２０℃で加熱時間は、２～５分が好ましい。
【００１４】
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【実施例】
以下に、本発明の具体的な実施例をあげて説明する。
アクリル樹脂エマルジョン（Ｘ－３３８Ｂ、イーテック社製）１００重量部に対しエポキ
シ系架橋剤（ＣＲ５Ｌ、大日本インキ化学工業社製）を２重量部、顔料（ポルックスブラ
ック、住化カラー社製）２重量部を調整し機械発泡にて約２倍の容積にした後、ナイフコ
ーターにて織物起毛布（Ｔ／Ｒ７０３５、村田長社製）上に該樹脂を２００ｇ／ｍ2塗布
し、１６５℃オーブンにて７分間乾燥、架橋を促進させた後、約２４時間養生させ、１８
０メッシュのサンドペーパーを使用して起毛部が露出するまでバフがけし、起毛部に発泡
アクリル樹脂が混在した層のある基材を作成した。
【００１５】
次の工程で、一液型ウレタン樹脂（レザミンＭＥ－４４、大日精化工業社製）１００重量
部に対し、希釈溶剤ＤＭＦ２０重量部、ＭＥＫ２０重量部、着色剤（ダイラックＴＶ－カ
ラー、大日本インキ化学工業社製）２０重量部を調製し、表面に微細な凹凸を有する離型
紙（ＡＲ－１５５ＳＧ、アサヒロール社製）上に該樹脂を１００ｇ／ｍ2塗布し、１００
℃オーブンにて３分間乾燥させた。
Ｄｒｙ法にて、二液型ウレタン樹脂（Ｃ－４０１０、大日本インキ化学工業社製）１００
重量部に対し、イソシアネート（コロネートＬ、日本ポリウレタン工業社製）８重量部、
促進剤（アクセルＳ、大日本インキ化学工業社製）３重量部、希釈溶剤ＤＭＦ２０重量部
を調整し、８０℃オーブンにて３分間乾燥後、前の工程で作成した起毛部に発泡アクリル
樹脂が混在した層のある基材を積層接着し２日間の養生させた後に離型紙を剥離させてボ
リューム感を有する合成皮革を得た。
【００１６】
本発明の実施例で得られた合皮と従来法の合皮の概略の比較を表１に示す。
【表１】

◎：優
○：良
△：可
【００１７】
【本発明の効果】
　以上説明したように、基布の起毛部に発泡アクリル樹脂を塗布後加熱し、水分を蒸発さ
せるとともに架橋させて発泡層を有する基材を形成し、該発泡層を起毛部の先端部分が露
出するまでバフがけすることによって、接着性が良く、ボリュームのある基材とすること
ができるので、その後、通常用いられるペーパー法によりポリウレタン樹脂表皮層を積層
接着することによってボリューム感を有する合成皮革が得られる。さらに粘着性アクリル
樹脂エマルジョンからなる発泡層を有するので、低弾性でしっとりとした風合いが付加さ
れる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のボリューム感を有する合成皮革の一実施例を示す部分拡大断面図。
【符号の説明】
１　　ボリューム感を有する合成皮革
２　　織物起毛布
３　　発泡アクリル樹脂
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４　　ポリウレタン樹脂接着層
５　　ポリウレタン樹脂表皮層

【図１】
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